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巻きヨア方式で製作されるスリットを有するモータヨアの見か|すのヤング率
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1 活   言

流艦脚■タイレクトトライブモータやハイブリントカ~を

青れた電気自動=凋 モータお社会リチ様なこ―ズに応して

萩夕く■産されている ■ え成 自動車のヽイールに内茂し

たインネイールモータは 電 気自動=や原料電池■り駆動

ンステムとして期待されている 現 在の大各モータのユア

製作工とは 電 脚 板いo一 承れを超大型ブレスによ,lT

ち技いて成形していることて 材 料ケ留まりわ【約 10～1萌

とす付に軍く 製 作二路Aい 肖安奄力の面にヽいてもをあ

て功車のrい 工苫となつている そ のため 材 料の■致な

らどに製作ヨスト韓大を,本 一し範草力を保打するため

現在い日て0生 首を会に,(さ れてヽヽろ

ネ"究 iモータ0=ァ 製lFIド にヽする拐'夕 留官りの

大lHな向上Xす コァ部製作の大幅な省力化を最終的な目的

としてヽ, 新 しいなさュアェ法o研 究 開発に関す■もの

てある ミ 体的には こ 寝観頼を■型プレスにFTちなど

分割Jア i山 げを卜,図 1に示すような自動ス本ィラル積

層を行,ため 材 料歩承まりま滝廻的に市上し作芸工数2r

び消費査力の大幅たに立Ⅲ可能とおる■とを考宮する を

さエアエた卜Jく から知られているま術い
~Ⅲ
であるが ttF

りを=Jア エとは,ァ担立馬草年の問題により主にo2"砲

在度の自動車用=抗 うこ奄捜年の踏Jとしか千r用されてお6す

大を=一 夕ヽ り適用=離しぃというFt rホある

解ユ十ズヽ同題点の一つとして 境 ほ'を 行 ,瞬  規 RI

的に行こすと出げ証スリットが,在するため これらスッ

ットの近特ては討馬時の接有イ `ぅらわヽしめ引によってカ

わ【frをされち すなわL夕 まのスリットの存たによって

作製されたを=コ アリ同J性力iど化するため そ れを獲転じ

により固定する味に■」ア●見か ,リヤンタ車,正 確によ

いる必要わ̀ある モ こて 本 研究て=ス リフトの個技やか

しヽ 旧ま薄 アの見わすのヤンタ年に■ =す影響セ親‐る

そして最終的に= Ⅲ しめ打o■ 度評価 =ア 担主朽E

信頼性 荒 性の向上を実工し 経 済的●六仁モータ閉受に

発震させることを目的とする

2 お斬 方ょ

21 白 ,部 スリント'彫 空

図 2に r孫 究て寸豪となる塩主ら後のとア部を示す =

ア部は ,一 夕と呼ばれる口rI子ヨアど ス テータと呼ば

れる面=子 ヨアてrr tされていて そ れてれ生採め在に共

なる志力わ【仰ヨ■ち え テータ=外側",ジ レタに境r
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tユ ヨナ方ヽ【望r吉 れるスリットをiす るモータJ,4,■ 14ヤ ンタⅢ

ちするため 日 伺方向に=行にE矯 ば力がlF凋する よ つ

てスリットぶ工|ます影響 iヽ どとい そ れに対し E― タ

は内砲の的に院恵ちするため 円 周方向にうfrtrヵお■月

Lス タントの影暫宮★=く 受|することが■えられる し た

わ【つて 本 研究て i焼転めイ|を決定する味に必要を ロ ー

タコアの見ホ )のヤンタ車宮推定するためにFrrを 行う

22 ヨ 喜同期モカレの境雰姿r

四 3に 実筋ヨア形ヽモ"レ の一例を示す 真 幼FIFコ デモ

カ レま ― 常=と にスリントの住使がコれ る帝道になつてお

り 4E目 て同し位置にくるようになつている こ の例てヽ

それモllCEに ヽいて5ど の月期性を有する0モ ここでは

鞭 間閣Sりたち5す のユニットt′レモ"レ としてお斬 を

行う 口 4に境滉祭■を示す ここそ 例 え■つ‐研 とo

‐Brて 0。 _一定面の立,H‐■1瀬荏にま同期売昇4■ ど

なる ま た 一 層目の上面と=遍 自の下面てのzナ向の境ユ

資■も伺様に同期境Pr茶■となる 0ナ のヽ安堺奈作につい

ては 同 ヽ固定した場合とJ罰期境丹条件を与えた埼合の解析

を行い 可 者の結果お` 工となど一まする=と を確認している

Ⅲ よ つて 莉 軍析て■ 計算時問の航れのため,方向変位

z方向勢立を固定し ■准方向|こ一定刻二Mを 与えて露析を

行う iカ レの全体ロエ詢 し,割 す近の r蜘 ンッシェの

加を図 5に f 本 研究て張 ,解析―
‐I=六 面r よ 聖宗

てあり 要 素焼 1は rFT鞍 如 1夕 接 末致Wl16(あ る

国 5に i十 ように年F8■かしめによつて芸奇されており '

にスリントの遍卓ではかしうによって力か伝達される

21 コ アの見Ⅲ,のヤンタ車[の 定義

見かすのヤング車EI工とにモデルのθ方向の応"と ひず

ムをになした植である こ にには□ |に示すように ● f

にモデルを層 (□ o(a))o内 側指面応力の平均値

"‐ (島】■島ど■■,)/3(図 Ct)苺 照)(あ る o… は

ヨアの内面に,方ろ=鞠ホカてある o“ 揃 市にお"る

軸方向応力の平均恒 (四|● ))て ある Ffは θ方口のびす

みてあり 式 (1)=潟いてよじる Rは ヨア内側の■経てあり

よ =■こ'前の一定麹こである 抑召方向の日注 よる影響

を臨芸するたちに 式()を月いて見かけの十ンタ単ど を求

じる 雄怒うに月いるたち 。" 。 ,… .`ば ,デ内加の

値J賞用する
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をま,デ 方式千型r吉 工るエリットを有するモー,ヨ ,の 二"H,の 十ング車

S 真 案コアルiの 解折
31ヤ ン,キ にXF■ ュナント問のかしあ個数の影響

ここて i n翔 モ"レ のかしい個数を変化させたときのi
レタ草り変ィヒをFl本る ギ 同期モテ レてのスリフト回のわ

しめ個輩た 宮o 2 1伺 とな化させたときの 見小,の ■ン

″革を図7の4F― デルを用いて解折した 離研の高票卜弦 1

に示す お しい個数を3個お,2何 に波ぢした夢は1郎 と資

化しなわったホ ?信ヵ、ら1個に減少させると22価 りほ下が

みられた 宮 際のコァ形状においてスリットロのうしあ個玖

4・12■ 度の伍団では見め iリャンタヽに与える影響は小さ
i ヽ

4 草 純化「ア形より獅

草際のコア形状は四3のように解 てあり 日 10の ■)
にらせ方状に詢日されることが多い と のモル まを用い

て幾印 4fを 変イヒさtる 氏 コ司ぁたり●スタント銃も

同時に粛 しする そ こて 国 |(b)のようにtrFご とに分"れ

た,カ レ|とよって迎ツし却予キわ4‖ を■1ヒさせてこの鶏
を調べる たヽ 今日=要 したモルレまl FE′〕'どが05mを

極くおいが図Sで は,ゎ りやす(するたいrI方向に拡メして

荷0し ていと

41~rFの ユア形★と単拍 ヒエア形状の進い

動 形状モカレては ス リットロのうヽしあ個数刊司期仕事
の4作 を変更した際にかしいのFI置 ヽ 力銅劣たゎ:揃 結果
に影智をと|す と=え られる そのため 国o(,)(b)(c10)
のようにヨア形状を続略化する こ のモデルを洵いてスリッ
トFHlのかしあ植数 ス リットの力期【●ャング宰へり影響ど

嗣本ろ を  ヽ解 折におする境堺A作  内新 桜について|=草
わヨア形状と同しである 単抽 ヒJア と真幼ョァでは 外形
夕`イロットホー′↓や′ッチo有 無年 疎 が大きく具なるた
め,々 にIL Hを品廟ヒしそれそれの見おⅢ)のヤングキAり 彰
響を罰ヽる ぬ苅 者采まま 2に示す ま つよリ モ "レ Aの

芸初ヨアの見わⅢ)のヤング■i t‐  cの ヽ町化ニア●HL

わ村ナヤンタ車より 16%低 下していることかわかる

“2 単 純=晨 モテ レにっいて

ます □ |て 最も単ltお第‐日と売ョ軍のフゎちなる!れ
二層=ラ レを考客する 今 回付折する■カ レにヽいて第一日

を常三日とのスリット門に設ナをかしめの個数を 4 ~同 あ

たりに控,る スリント数をAsを定まする 日 lpりょうに一

日日と二FE日の回|こロコ■とを与えて 話 Eし たモデルを作

成する

|“  43 =層 モデルと勤ロモデルリ遠i、こっいて

実際のエア的刊印こもi剖目されているⅢ: 拝析時田の拒鵜
のために□ 11(a)の=うに同期性を もヽ したュニットt,ど

取り出して解析する そ して i剖吊F7を会,にややしていく

=と により残E数 の影響を葡ヽぅ 真 体的には=お 伺切モデ
ルにおいて 2 3 4病 と層銃を変1ヒさせてお1,す る そ のモ

カ レを回IIO t)mに 有弥 結年をまるに示す 京3に示

すようにF数 の勲コに伴って着千●ヤング車の低下が見られ
たものの急厳な変イヒま見られをつった
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をどJ7方 式ヽ空'き 工るスリットを■■るモータ''り ,お すのヽン,■

44 こ Eiカ レにおするスメント岡めヽしめ個銘み藤

スリット間に配置するかしめ個数の影筆を臣■5た めに図

10の■うrrウ レを有成し新 すろ 今 回コ言iカ レを使潟

し ― 層目をコ言日のスメント0的 に設'る おしあの値故を

Tab c台醜 直。すnり加ゃt J18 eに0コ β
=

Lとする また コ司に設置するスナフト新どぃ と定義する

z‐1-5 Ⅲ ｀ とした疎のモデルを仰すじ解Fす る 図 12

に4ラ  “のモデトを示す ぬ材時吉界 わ しい植京4■章 響

をま“ 口 13に示す 二 日モカレでにスリット回のかしヽ 個

数を4植おら0個に減らした際ユ。打と麹ヒしな)つ た力` `

個わら2銅に転少させると4い の低下がみられた 前 章tポ

‐たように ま麟のコア形hにヽいても4‐2 tliてヤン'4

はほとんど同じとをつた ,摺 モカレてま4の 影費'1や 六

と,る慎向お利ら,れ る

45 ス リット個核の違いについて

二Eモ デルを月いて一月辺りのスリット弦の十ング車に■

わ 影響をi円える 今回スンット問わしヽ 個数を,彰 ど□定

し 一 月あたりのスリット弦 r 1 2 1 1 12と したモデ

ルを拘iしい斬す  ヽヨア直径D厚 さtの″化による章響も

あヨtて 革意 ち □ 14にぬ斬 ラヽウ r却 を 田 11 ま 6

にお既,信■を示す □ 15にfよ うに ス リットの個整つ増

加ととヽ に 見かすのヤング車 ほヽ下する

1 見力ヽけ●ヤンタ尊の福叡 !による校村

51 権台則を用いたヽか,のヤング車の寡出
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ヽどヨ,方式【車“4工るスリァトを女するモータJアの見】1)クヤン″ヨ

国10にスタヽイラブレヨアをJ属月期ウ レ
‐ti‐ 1ヒした例

争 すヽ 第 1層に対して第2唇はおしめ2個分伽 差を有

すと田16の例て14Eに 0っのスリットを有する口160

お期 図1,こ月期性と考はして取り出した中thOけ のユニ

フトセ″ルモデルを示す 図17は 2E脅 進とかしあスリット位

置が明軽どrrるよう1車 ど方向に示した図である と こで四

170に 示すス,フ ト近いの雄 がほ下する部分個 17りωの

鞭 部1商 玉〕Fiス リットヵ:めるため却 には1をと同

じ円,性セみなすことがで言ぅ (逸効  こ のように考えて

因WOtス リントロ辺をュ馬と週メした=,ル 4 Ff 芸 0

1こ3次 元 mlI解 析によって得られたみか'の ヤング車

tDADを 示す ま たまCには種叡 ↓m並 在適 Dか tl末
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